
平成20年12月橋本市議会定例会会議録（第５号）その３ 

平成20年12月11日（木） 

                                           

日程第18 承認第１号 専決処分事項の承認 

について（平成20年度橋本市一

般会計補正予算（第６号）につ

いて） 

○議長（中上良隆君）日程第18 承認第１号

専決処分事項の承認について（平成20年度橋

本市一般会計補正予算（第６号）について）

を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）こちら、債務負担の方

なんですけれども、隅田小学校の仮設校舎借

り上げで債務負担行為が追加されているんで

すが、これに関して、多分隅田小学校の生徒

数が増えてきたことによるものだと思うんで

すが、今後の生徒数の推移並びに、これは仮

設となっているんですが、今後どのように活

用されようとお考えなのか、お尋ねいたしま

す。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）あやの台の住宅開

発の関係で、隅田小学校の生徒数が増加して

おります。その関係でプレハブのお願いをし

ております。ここ３年程度プレハブの対応を

する必要があると感じております。ちょっと

手元にあやの台の数値を持ち合わせておりま

せんので、後刻ご報告させていただきたいと

思います。 

○議長（中上良隆君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）また数値は後ほどお願

いしたいんですが、今年も１教室プレハブ対

応していると思うんですね。それとまたあや

の台の小中一貫云々というような話もあるか

と思うんですよ。これが恒久的にどの程度の

生徒数の増加があるのか。今回仮設で対応す

べきなのかどうなのか、そのあたりどのよう

に教育委員会は考えられて、またこれは一般

の補正で上げているのではなくて、専決処分

されていますよね。もちろん来年４月に間に

合わすためにということだと思うんですが、

生徒数の増加とかいうのが何らかの原因でい

きなり増えてきたということではないと思う

んですよ。あらかじめ予測できていたことで、

だったら９月議会のときに通常に補正予算と

して上げるべきことじゃなかったのかなと。

なぜそういう見通しができなかったのか。そ

こらの数値もぱっと出てこないということで

すね。ちょっと私は疑問に思います。 

 それらを含めて、数値と合わせて、その方

針等お聞かせいただけますでしょうか。 

○議長（中上良隆君）13番 瀧君の答弁を保

留して、45分まで休憩いたします。 

（午前10時33分 休憩） 

                     

（午前10時46分 再開） 

○議長（中上良隆君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

 答弁を求めます。 

 教育次長。 

○教育次長（西本健一君）失礼いたしました。 

 隅田小学校の状況を申し上げます。平成20

年度の隅田小学校の児童数は562名、クラス数

は20学級、それから21年度の予定で児童数の

見込みが568名ですが、21学級予定しておりま

す。 

 それと、プレハブで２クラス増を要望させ

ていただいておりますのは、１学級の21年度

の増と、隅田小学校につきましては特別教室
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として家庭、音楽、理科、図書、パソコン等

の５教室合わせて全体で25学級という状況で

ございまして、少人数教室や生活科教室等に

活用する特別教室が不足しておりますので、

プレハブで２教室対応をさせてもらいたいと

いう現状です。 

 それと、あやの台の人数増の状況ですが、

21年度新１年生ですが25名発生、22年度が49

名発生、23年度が43名という見込みでござい

ます。そういった部分で、あやの台の学校の

建設も24年度を目指して開校したいというふ

うに検討させてもらっているんですが、それ

までの２クラスのプレハブ対応をさせてもら

いたいということで専決をさせてもらってお

ります。 

 それともう１点、なぜ９月補正ですべきと

ころを専決にしたかというところでございま

すが、この件に関しましては、建築確認申請

等に日数がかかることから、９月補正で対応

すべきところでございましたが、時期を失し

たために専決でお願いしたという事情もござ

います。そういった状況です。 

○議長（中上良隆君）11番 岩田君。 

○11番（岩田弘彦君）同じところなんですが、

今説明いただいたんですが、21年から期間25

年までと書いていますので、25年までの予想

人数、21年まで、あやの台は聞いたんですけ

れども、全体の人数、だいたい25年までどの

ぐらいになると予想しているのかを教えてい

ただきたいというのと、小学校の建設につい

て検討ということなんですが、小中一貫校に

するのか、小学校だけにするのか、また小学

校を建てないのか、今の現小学校を建て替え

ていくのか。その辺も含めた検討をするとい

う解釈でよろしいんでございますか。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）25年度までの数値

というのはちょっと持ち合わせてございませ

んが、今のところ児童数は20年度で562名、21

年度が568名、22年度が566名、23年度が574

名というところを把握しております。 

 それで、あやの台の関係でございますが、

これにつきましては以前小中一貫という話も

ございましたけれども、現状では隅田小学校

がかなり現状の校舎では立ち行きにくいとい

うことからも話がありまして、そういった部

分で教育委員会としては 終的に政策調整の

議論の中でも、あやの台に小学校が要るであ

ろうというところで新たに小学校の建設が、

先ほども申し上げましたように24年度に向け

て要るのではないかというところで、これか

らあやの台の開校に向けて当たっていきたい

と考えております。 

 以上です。 

○議長（中上良隆君）11番 岩田君。 

○11番（岩田弘彦君）今、だいたいの人数を

聞いたんですが、あまり増えませんよね。そ

の状態で小学校の建て替えの方なんですが、

現小学校ももうかなり古いと。調査せんなら

んぐらい古い状態にありますし、全体を含め

た中で検討というのが、隅田地域で全くでき

ていない状態で、あやの台に要る、要るとい

う話ばかり先行していますので、全体の中で

隅田小学校区をどのように考えるのかという

話がなしに、あやの台につくる方向でという

のは、私はいささかおかしいと思います。だ

から、もう一回原点に帰って将来予測をした

中で、隅田小学校区のあり方を考えた上で、

小学校の建設をしていくべきだと思いますの

で、その方向で検討すべきではないんですか。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）全体で中学校区も

入れて以前からお話がございますように考え

ていかなければならないことと思っておりま

す。 

 それと、隅田小学校につきましては、今耐
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力度の調査をしておりますので、これとあや

の台と含めて今後検討してまいりたいと思っ

ております。 

 それと、中学校区の学級編成も考えますと、

隅田小学校、それからあやの台に１小学校と

いう、配置からいいますとそういった部分の

検討を加えていく必要があるというところで、

教育委員会としては隅田小学校の整備という

ことも考えながら、それとあやの台の小学校

の建設というところで検討をしてまいりたい

と思っております。 

○議長（中上良隆君）５番 中西峰雄君。 

○５番（中西峰雄君）隅田小学校が狭小にな

ってきているという現状の中での対策だと思

うんですけれども、先ほども隅田小学校区全

体をどうするのかということの検討が要ると

いうことですけれども、隅田小学校区だけで

なくて、橋本市域で人口の増減にかなりのば

らつきがあります。児童数につきましても、

あやの台のように増えているところもござい

ますけれども、現実にかなり減少している地

域もあるんですよね。そうしますと、先ほど

来あやの台に新設校というお話は、その部分

が足らないから新設していくと。では、市域

全体で見たときに、ほかのところはどんどん

減っていて、児童数が減って余裕も出てきて

いる中で、新設というものを積極的に考えら

れているというのは、これはいかがなものか

なと。本当に隅田町という町名がついていま

すけれども、橋本市なので、学校区全体を見

直して全体のバランスをとっていくという視

点がぜひとも必要だと思うんですけれども、

この点についてはいかがでしょうか。 

○議長（中上良隆君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）議員がいうのもごも

っともでございまして、教育委員会といたし

ましても、今後の学校の適正規模、そういう

のを、橋本市全体を考えておりまして、一応

教育委員会としても将来的な案もつくってい

るんですが、今後適正規模の検討委員会を設

けまして、橋本市全体を見まして、今後どう

いうことにしていくかということを早急に考

えていきたいと思っております。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

 ３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）関連で伺いたいんです

が、私は小中一貫校の推進論者ではありませ

ん。このことを申し上げた上で、聞こえてく

るのは、小中一貫校の関係でいえば、橋本中

学校に小学校を建設すると。それが非常に近

いといいますか、設計予算云々等々が言われ

ています。教育の機会均等という教育基本法

の原理原則、ここからいえば、同一敷地内に

中学校、小学校を建てて小中一貫を行うのが

望ましいと。いわば理想的な形だというふう

に言っているわけですよね。 

 今回、あやの台に小学校を建てるという考

えのようなんですけれども、橋本市内８校あ

る中で、小中一貫校の理想とする、教育委員

会が言う理想、同一敷地内には１校だけだと。

橋本中学校区だけだと。あとは小学校と中学

校がもう全然違った場所にあって、小中一貫

校ですというふうに言われても、これは納得

できないんですよ。こうした点で、首尾一貫

していないというのかな、先ほどからもあっ

たけれども、非常に場当たり的なというか、

橋本小学校が非常に老朽化したと。耐震のこ

ともあって建て替えないといけないからこっ

ちはやって、隅田小学校がいっぱいになって

きたと。だからあやの台に１校つくるんだと

いうのは、いかにも場当たり的に感じて仕方

がないんですよ。ですから、熱心に小中一貫

校を進めたいというのであれば、もっと計画

的に、市民とか少なくとも僕らも納得できる

ような計画をつくるべきだと思うんですよ。

聞くところでは、もう来年橋本小学校を建て

－221－ 



る設計予算をつけるというような声も聞こえ

てくるんで、その点答弁願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 ○議長（中上良隆君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）教育委員会といたし

ましては、今検討委員会をという話をさせて

いただきましたが、将来的には橋本市内の学

校をすべて一貫校にしていきたいと、そうい

うふうに思っております。いつどうかという

ことはやはり、それも検討委員会で、市内小

中学校の適正規模、その中には橋本市内に小

中一貫校すべてやっていきたいと教育委員会

は思っております。それはすべてすぐにでき

ませんので、将来的な学校適正規模等々を考

えて今検討しておるわけでございますけれど

も、そのことも含めまして、検討委員会を設

けまして計画をつくっていくと、そういう方

向で考えております。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております承認第１号に

ついては、会議規則第37条第３項の規定によ

り、委員会の付託を省略いたしたいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 ○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）議長にお願いいたした

いんですけれども、この議案第１号について

は、隅田小学校仮設校舎借り上げという債務

負担行為でありますので、そのことについて

の議論を、なぜ借り上げ校舎に債務負担行為

を打っていくんだということの議論、質疑応

答でいいんで、答弁自体もきちっとした答弁、

幅を広げるような答弁をしてしまうと、議論

がどんどん広がっていきますので、その辺は

きちっと整理をしていただきたいんです。だ

から、議員各位もこの債務負担行為に対して

の質問、なぜこの債務負担行為を打つのかと

いう質問だけにすべきであって、教育全般に

いきますと何ぼあっても、どんどん出てきま

すよ。その辺を答弁する側も余計な答弁まで

しないようにしていただいて、きちっとこの

ことに対しての答弁をしていただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 これより承認第１号 専決処分事項の承認

について（平成20年度橋本市一般会計補正予

算（第６号）について） を採決いたします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は承認することに決しました。 

                      

日程第19 承認第２号 専決処分事項の承認 

     について（平成20年度橋本市一般

会計補正予算（第７号）について） 

○議長（中上良隆君）日程第19 承認第２号

専決処分事項の承認について（平成20年度橋

本市一般会計補正予算（第７号）について）

を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 24番 中西 健君。 

○議長（中上良隆君）わかりました。 ○24番（中西 健君）この器物損壊に対する

損害賠償、２件発生しているんですけれども、 ほかにありませんか。 

－222－ 



賠償についてでありますが、実は私どもの近

くにも下水道、漢字で書いてあるけれどもマ

ンホールと確認してよろしいんですな。マン

ホールの周辺が非常にきちっとしていない。

段差ができておるということ。これによって

事故を起こしているんだけれども、この間も

うちの周りにそういうことがありまして直し

ていただいたんだけれども、この程度だった

らいいけれども、自転車とか単車の場合だっ

たら大けがをする。また命を落とす危険性も

伴っているので、これは下水道、第７号、こ

れ違うのかな。 

 よって、本件は承認することに決しました。 

                     

 日程第20 承認第３号 専決処分事項の承

認について（平成20年度橋本市

病院事業会計補正予算（第３号）

について） 

○議長（中上良隆君）日程第20 承認第３号

専決処分事項の承認について（平成20年度橋

本市病院事業会計補正予算（第３号）につい

て） を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 議長、申しわけない。議案の方先走ってお

ったので取り消します。後でまた言います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております承認第２号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

○議長（中上良隆君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております承認第３号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 これにご異議ありませんか。  よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。  これより討論に入ります。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 これより討論に入ります。 ○議長（中上良隆君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。  討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  これより承認第３号 専決処分事項の承認

について（平成20年度橋本市病院事業会計補

正予算（第３号）について） を採決いたし

ます。 

○議長（中上良隆君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより承認第２号 専決処分事項の承認

について（平成20年度橋本市一般会計補正予

算（第７号）について） を採決いたします。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 ○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  よって、本件は承認することに決しました。 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。                      
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 日程第21 承認第４号 専決処分事項の承

認について（平成20年度橋本市

病院事業会計補正予算（第４号）

について） 

○議長（中上良隆君）日程第21 承認第４号

専決処分事項の承認について（平成20年度橋

本市病院事業会計補正予算（第４号）につい

て） を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております承認第４号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより承認第４号 専決処分事項の承認

について（平成20年度橋本市病院事業会計補

正予算（第４号）について） を採決いたし

ます。 

 本件は承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は承認することに決しました。 
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